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熱音響エンジン及び熱音響クーラーは振動流を利用したエネルギー変換装置の一つである．熱

音響エンジンは管内に設置された狭い流路の束(蓄熱器)の両端に温度差を与えると仕事流を生成，

増幅する．熱音響クーラーは仕事流によって蓄熱器両端に温度差を生成する．応用例として，熱

音響エンジンを原動機とし熱音響クーラーを動作させる熱動作熱音響クーラーの研究や開発が進

められている(1)． 

熱動作熱音響クーラーは原動機である熱音響エンジンを低温度差で動作させることが課題の一

つに挙げられる．低温度差で熱音響エンジンを動作させる方法に，従来の乾いた蓄熱器では無く，

濡れた蓄熱器による液体の蒸発と凝縮の相変化現象の利用が提案されている(2)．  

熱動作熱音響クーラーの内部に液柱を構築し，液体ピストン及び原動機の蓄熱器への液体供給

に併用することが可能であれば，乾いた蓄熱器を用いた場合よりも原動機が低温度差で動作する

熱動作熱音響クーラーの構築が可能であると考えられる．また，このとき濡れた蓄熱器において

相変化現象を利用することから，蓄熱器を濡らす液体の種類に依存した沸点の変化に応じ，熱動

作熱音響クーラーの性能の変化が考えられる． 

本報告では，液体ピストン及び濡れた蓄熱器を有する熱音響エンジンを原動機とした熱動作熱

音響クーラーにおける，熱音響クーラーの目標温度差に対して必要な原動機の温度差を数値計算

にて求めた．計算は濡れた蓄熱器，乾いた蓄熱器や管内における振動流の支配方程式(2)(3)及び，液

柱振動が記述可能な方程式(4)を組み合わせて行った．液柱及び濡れた蓄熱器の管壁を濡らす液体

が水とエタノールの場合でそれぞれ計算を行った．得られた計算結果はそれぞれ比較を行い，熱

動作熱音響クーラーの動作に必要な温度差に与える影響を議論した． 
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